
 本研究室では生物の優れた知覚機能を工学的に実現することを試みています。とりわけ、生物の視覚シ

ステムに学び、その処理機構に倣った画像処理回路の考案・設計ならびにその応用の検討に取り組んでい

ます。生物の視覚システムは、従来のコンピュータと異なり、視覚から得られる空間的な情報を並列に演算

することにより、高度な画像処理を瞬時に行うことが可能です。 

 これまで、本研究室では生物の初期視覚システムにおけるエッジ検出機構や動き検出機構に基づくアナ

ログ集積回路、ならびに両眼視差に基づく奥行き知覚機構をディジタル集積回路として構築する試みを行っ

てきました。以上のような生物に学んだハードウェアは従来のシステムでは困難であった機能をよりスマート

に実現する可能性を有しているとともに、生物のもつ優れた機能を再認識・再発見することを可能とします。  
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・ハードウェアとして画像処理システムを構築するため、小型・低消費電力化が期待できる。 
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